
別
表一

占
用
料

占

用

区

分

単

位

金

額

海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
整
備
に
係

る
海
域
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
二

項
に
規
定
す
る
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設

備
（
ケ
ー
ブ
ル
等
を
除
く
。）

占
用
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に

つ
き
一
年

一
月
以
上

三
十
円

一
月
未
満

三
十
三

円

そ
の
他

ケ
ー
ブ
ル
等

長
さ
一
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
一
年

備
考１

占
用
面
積
若
し
く
は
長
さ
が
〇
・
〇
一
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
若
し
く
は
〇
・
〇
一
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ

る
と
き
、
又
は
占
用
面
積
若
し
く
は
長
さ
に
〇
・
〇
一
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
若
し
く
は
〇
・
〇
一
メ
ー
ト

ル
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
全
面
積
若
し
く
は
全
長
又
は
そ
の
端
数
の
面
積
若
し
く
は
長
さ
を

切
り
捨
て
て
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

２

占
用
の
期
間
が
一
月
以
上
の
場
合
、
そ
の
期
間
が
一
年
未
満
で
あ
る
と
き
又
は
そ
の
期
間
に
一
年
未
満

の
端
数
が
あ
る
と
き
は
月
割
を
も
っ
て
計
算
し
、
な
お
一
月
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
こ
れ
を
一
月
と

し
て
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

二

土
砂
採
取
料

採

取

物

区

分

単

位

金

額

土
砂

客
土
用
又
は
盛
土
用
土
砂
で
砂
利
の
入

ら
な
い
も
の

百
五
十
四
円

砂

直
径
〇
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
の

も
の

切
込
砂
利

直
径
〇
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
八

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
で
土
砂

交
じ
り
も
の

砂
利

直
径
〇
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
八

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の
で
土
砂

を
含
ま
な
い
も
の

一
立
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き

栗
石

直
径
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
十
五
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の

玉
石

直
径
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
三
十

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の

二
百
五
十
三
円

転
石

直
径
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も

の

千
五
十
六
円

備
考採

取
容
積
が
一
立
方
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
と
き
、
又
は
採
取
容
積
に
一
立
方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
端
数
が
あ

る
と
き
は
、
そ
の
全
容
積
又
は
そ
の
端
数
の
容
積
を
一
立
方
メ
ー
ト
ル
と
し
て
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

百
八
十
七
円

人
事
異
動

叙
位
・
叙
勲

令和年月日 火曜日 第号官 報

内

閣

〇
内
閣
総
理
大
臣
海
外
出
張

内
閣
総
理
大
臣
石
破
茂
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
へ
出
張
の

と
こ
ろ
九
月
二
十
五
日
帰
朝
し
た
。

〇
経
済
産
業
大
臣
臨
時
代
理
解
職

国
務
大
臣

赤
澤

亮
正

経
済
産
業
大
臣
武
藤
容
治
帰
朝
に
つ
き
内
閣
法
第
十
条
の

規
定
に
よ
る
臨
時
に
経
済
産
業
大
臣
の
職
務
を
行
う
国
務

大
臣
と
し
て
の
指
定
を
解
く

同

赤
澤

亮
正

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
武
藤
容
治
帰
朝
に
つ
き
内
閣
府
特

命
担
当
大
臣
（
原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機
構
）

事
務
代
理
を
免
ず
る
（
以
上
九
月
二
十
五
日
）

人

事

院

〇
人
事
院
総
裁
職
務
代
行

人
事
院
総
裁
川
本
裕
子
は
、
九
月
二
十
九
日
か
ら
海
外

に
出
張
し
た
の
で
、
そ
の
期
間
中
、
国
家
公
務
員
法
第
十

一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
人
事
官
伊
藤
か
つ
ら
が
人

事
院
総
裁
の
職
務
を
代
行
す
る
（
九
月
二
十
九
日
）

内

閣

府

文
部
科
学
省

関
根

愛
子

原
子
力
損
害
賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機
構
監
事
に
任
命
す
る

（
九
月
二
十
六
日
）

法

務

省

（
水
戸
地
方
検
察
庁
下
妻
支
部
検
事
）

検
事

沖

佑
里
乃

東
京
地
方
検
察
庁
検
事
に
配
置
換
す
る

（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
日
本
政
府

代
表
部
参
事
官
）
外
務
事
務
官

伊
藤

淳

検
事
一
級
（
東
京
地
方
検
察
庁
検
事
）
に
転
任
さ
せ
る

（
金
沢
区
検
察
庁
副
検
事
）
副
検
事

天
山

孝
志

辞
職
を
承
認
す
る
（
以
上
九
月
二
十
六
日
）

〇
叙
位（（

独
）
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構

職
員
）

太
田

道
也

（
神
戸
大
学
名
誉
教
授
）

八
木
千
賀
子

従
四
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

（
一
等
陸
佐
）

江
戸
川
祥
子

従
五
位
に
叙
す
る

伊
藤

幹
雄

奥
村

幹
夫

小
林

和
雄

酒
井

浩
一

堀
岡

晃

山
田

幸
雄

若
野

茂
生

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）石

川

守

川
井

憲
一

久
保

幸
信

佐
々
木
年
彦

（
警
視
庁
警
部
補
）

高
橋

禎
典

竹
本

裕

根
本

信
夫

原
田

芳
雄

吉
山

一
宏

渡

璋

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

照
屋

昌
秀

正
七
位
に
叙
す
る

成
田

伸
也

従
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
八
月
二
十
一
日
）

（
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
理
学
研
究
所
名

誉
教
授
）

山
川

達
也

従
四
位
に
叙
す
る

鐘
ケ
江
管
一

瀧

俊
弘

村
上

幸
隆

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

伊
藤

春
樹

後
藤

正
規

島
村

宏

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

新
井

正
明

浦

貢

小
澤

淳
二

加
納

新
次

川
田
美
佐
男

酒
井

英
憲

神
能

力
雄

高
橋

英
一

中
村

富
次

濱
石

安
喜

溝
下

嘉
博

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

荒

重
徳

佐
藤

幸
一

花
里

直
大

吉
田

宏

依
田

清
登

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

大
野

勤

鴨
志
田
亀
雄

松
本

欣
也

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
二
十
二
日
）

（
富
山
大
学
名
誉
教
授
）

上
野

雅
晴

正
四
位
に
叙
す
る

松
尾

裕

三
舟

侑
司

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

阿
部

琢
也

稲
田
美
津
子

入
倉

豊

大
竹

一
生

友
塚

信
行

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

荒
木

文
朗

伊
藤

友
孝

太
田

學

大
村

忠

金

勝
治

菊
池

強
郎

鈴
木

英
二

田
村

一
哉

中
川

春
郎

山
室

孝
信

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

木
脇

孝
彦

野
澤

健

平
野

鎭
夫

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

荒
谷

英
夫

川
野

孝
史

高
梨

幸
輔

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
八
月
二
十
三
日
）
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